
見附市国民健康保険税条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

  令和８年７月７日 

見附市長  稲 田  亮 

見附市規則第１９号 

   見附市国民健康保険税条例施行規則の一部を改正する規則 

 見附市国民健康保険税条例施行規則（平成７年見附市規則第１４号）の一部を次

のように改正する。 

様式第１号を次のように改める。 

様式第１号 

 

 



  



様式第４号を次のように改める。 

様式第４号 

  



様式第５号の２を次のように改める。 

様式第５号の２  

 



様式第６号を次のように改める。 

様式第６号 

 



様式第６号の２を次のように改める。 

様式第６号の２ 

 

 

住所   

氏名  小熊 春一 様 

旧被扶養者に係る国民健康保険税減免承認（不承認）通知書 

    年 月 日付けで申請のあった減免申請書に対して、次の通り 承認 ・ 不承認 と 

 決定しましたので通知します。 

      年 月 日 

                               見附市⾧         

住  所  電話番号  

世帯主名   申 請 日   

国保番号  

旧被扶養者の氏名 生年月日 旧被扶養者の資格取得日 

   

   

   

※次年度（2 年目）も減免対象となる場合はこの決定通知書により次年度の通知を省略します。 

減免の内容 

   年度 国民健康保険税年税額 Ａ 減免額 Ｂ 減免後年税額 Ａ－Ｂ 

   円  円  円 

内
訳 

医 療 給 付 費 分   円  円  円 

後期高齢者支援金分   円  円  円 

介 護 納 付 金 分  円  円  円 

子ども・子育て支援納付金分  円  円  円 

不服申立 
この処分に不服がある場合は、処分があったことを知った日の翌日から起算して 3 か月以内に、市⾧に対して審査請求をする

ことができます。この処分の取消しを求める訴えは、前記の審査請求にかかる裁決の送達を受けた日の翌日から起算して 6 か月
以内に市を被告（市⾧を被告の代表者）として提起できることとされています。ただし、①審査請求があった日から３か月経過
しても裁決がないとき、②処分、処分の執行又は手続きの続行により生ずる著しい損害を避けるため緊急の必要があるとき、③
その他裁決を経ないことに正当な理由があるときは、裁決を経ないでも処分の取消しの訴えを提起することができます。 



   附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和８年７月１０日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の規則により定められている様式

による用紙は、そのまま使用し又は当分の間所要の調整をして使用することが

できるものとする。 


